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今月号の主な内容
◎平成 27 年度一般会計当初予算
◎平成 27 年第 1 回定例会
◎由良町議会議員一般選挙　ほか
◎総合健診が始まります　ほか
◎固定資産縦覧帳簿による縦覧について
◎文芸コーナー
◎由良町臨時職員（公民館職員）任用試験案内　ほか
◎由良町４月カレンダー
◎第 14 回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会　ほか

摂南大学吹奏楽部演奏会
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○
地
方
交
付
税
と
は

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
市
町

村
で
も
同
じ
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
税
（
所
得
税
、

消
費
税
な
ど
）
の
一
定
割
合
を
、
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
が
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
。

○
国
・
県
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、
一
定
の
割

合
で
国
や
県
か
ら
補
助
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
。

○
町
債
（
地
方
債
）
と
は

町
が
道
路
整
備
な
ど
た
く
さ
ん
の
お
金
が

必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
と
き
に
借
り
入
れ

る
お
金
の
こ
と
。

○
繰
入
金
と
は

基
金
な
ど
の
積
立
金
か
ら
取
り
崩
し
た
お

金
の
こ
と
。

○
町
税
と
は

町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
へ
直

接
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
の
こ
と
。

○
人
件
費
と
は

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、
一
般
職
員
の
ほ
か

各
種
委
員
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
の
こ
と
。

○
公
債
費
と
は

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
借
金
を
返

済
す
る
お
金
の
こ
と
。

○
扶
助
費
と
は

医
療
費
や
児
童
手
当
で
給
付
な
ど
に
充
て

ら
れ
る
費
用
の
こ
と
。

○
普
通
建
設
事
業
費
と
は

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、
改
修
な
ど
を

行
う
費
用
の
こ
と
。

○
物
件
費
と
は

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
や
委

託
料
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
補
助
費
と
は

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
、
負
担
金
な
ど

に
要
す
る
経
費
の
こ
と
。

平 成 27 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算　

歳入歳出総額　３7億 9, ０００万円一般会計歳入

　

３
月
定
例
議
会
が
３
月
10
日

か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ

れ
、
平
成
27
年
度
の
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

 

一
般
会
計
の
予
算
額
は

37
億
９
，
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
３
，

０
０
０
万
円
の
減
。
率
に
す
る

と
０
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
町
の
人
口
な
ど

に
基
づ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、

総
額
の
約
39
％
を
占
め
14
億
７
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
国
・
県
支
出
金
や
町

債
な
ど
を
合
わ
せ
た
依
存
財
源

は
、
26
億
３
，
９
０
５
万
円
で
、

予
算
全
体
の
約
70
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
町

税
は
７
億
８
，
１
４
３
万
円
で
、

総
額
の
約
21
％
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
繰
入
金
や
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主

財
源
は
、
11
億
５
，
０
９
５
万

円
で
、
予
算
全
体
の
約
30
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

  

平
成
27
年
度

　
　
　

当
初
予
算
の
概
要

歳
入

繰入金
2億 3,340 万円

6.2%

町税
7億 8,143 万円

20.6%

依存財源 
26 億 3,905 万円 

69.6%

自主財源 
11 億 5,095 万円 

30.4%

地方譲与税、 利子割交付金、 配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、 地方消費税交付
金、 自動車取得税交付金、 交通安全対策特
別交付金、 地方特例交付金

1億 930 万円
2.9% 県支出金

2億 7,543 万円
7.2%

町債
4億 4,080 万円 

11.6%

国庫支出金 
3 億 4,352 万円 

9.1%

地方交付税
14 億 7,000 万円 

38.8%

財産収入
寄付金 
726 万円 

0.2%

繰越金 
2,000 万円 

0.5%

諸収入 
4,986 万円 

1.3%

分担金及び負担金
使用料及び手数料 

5,900 万円 
1.6%

【
用
語
説
明
】
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平 成 27 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算　

一般会計歳出

　

歳
出
で
は
、
町
民
の
福
祉

充
実
の
た
め
の
民
生
費
が

９
億
４
，
８
４
８
万
円
と
最

も
多
く
、
総
額
の
25
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
健
康
づ
く
り
や

ご
み
収
集
の
た
め
の
衛
生
費

が
７
億
３
，
７
７
４
万
円
で

約
20
％
を
占
め
て
お
り
、
以

下
、
町
の
財
政
や
企
画
な
ど

を
行
う
総
務
費
が
４
億
６
，

１
１
４
万
円
、
道
路
の
改

修
な
ど
を
行
う
土
木
費
が

４
億
１
，
６
０
５
万
円
と
続

い
て
い
ま
す
。

歳
出

　　　　　                                                                                        ☆は新規事業一 般 会 計 の 主 な 施 策　　　

健やかで生きがいをもって暮らせるまちづくり
◆少子化対策の推進

・保育所の運営 1 億 5,590 万円
・中学校卒業までの子どもを養育してい

る方への児童手当の支給 9,215 万円
・中学校卒業までの子どもを対象とした

医療費の無料化 1,898 万円
・学童保育の実施 568 万円
・１歳の誕生日まで紙おむつ購入に対する助成 240 万円

◆高齢化対策の推進
・高齢者福祉施策及び介護保険対象外のサー

ビスや後期高齢者医療特別会計、介護保険
特別会計への繰出金 2 億 7,418 万円

・シルバー人材センターへの助成と老人招待 
旅行の実施 564 万円

◆福祉・保健・医療サービスの充実
・障害福祉に関する各種サービス等の実施 2 億 2,645 万円
・総合的な保健事業と予防接種事業等の実施 1 億 2,344 万円
・思春期から妊娠、出産、育児及び乳幼児保

健に至る一貫した保健サービスの提供 3,292 万円

安全で住みやすく美しいまちづくり
◆生活の安全の確保<防災対策>

・海岸の高潮対策のための衣奈漁港海岸整備
事業の実施 9,074 万円

☆農村地域防災減災事業（ため池一斉点検及
びハザードマップ作成） 2,100 万円

☆門前コミュニティセンター改修事業 1,100 万円
☆消防車庫等の整備（門前） 750 万円
・LED蓄電池内蔵型避難誘導灯の設置 460 万円
☆自発光式道路鋲購入費 100 万円
・自主防災組織に対する資機材等の購入費 100 万円

人を育み思いやりの心を育てるまちづくり
◆学校教育の充実

・教材備品等の整備 1,850 万円
・教育指導の強化のため指導主事を設置 966 万円

◆青少年の健全育成
・青少年の健全育成及びジュニアリーダー育成 597 万円

人・もの・情報が行き交うまちづくり
◆交通基盤の整備

・町道通行者等の円滑かつ安全を確保す
るための道路整備の実施 3 億 5,898 万円

個性と活力に溢れる地域産業のあるまちづくり
◆農業・漁業の振興

・漁業整備事業の実施 5,233 万円
・鳥獣害対策関連事業の充実と強化 2,275 万円
・農業振興のための各種団体への補助等 1,670 万円
・農業活性化のための人材育成事業の実施 120 万円

◆商工業の振興
　・商工業の活性化と地場産業の振興 1,300 万円
◆観光産業の振興

・多様化する観光形態に対応する観光資
源の整備及び観光客受入体制の整備 3,146 万円

◆ブランドづくりの促進
☆地域資源を活用した特産品の開発や海

産物、農産物等のPRによるブランド化
の推進 410 万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 10 億 6,200 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 5,630 万円
介護保険特別会計 7 億 6,750 万円
公共下水道事業特別会計 4 億 9,500 万円
漁業集落環境整備事業特別会計 2 億 6,900 万円
水道事業会計 5 億 5,570 万円

性質別

人件費
5 億 2,695 万円

13.9％
公債費

3 億 7,007 万円
9.8%

扶助費
3 億 4,609 万円

9.1%

普通建設事業費
5 億 3,686 万円

14.2％

災害復旧費
1,583 万円

0.4%

物件費
7 億 3,157 万円

19.3%

操出金
5 億 9,546 万円

15.7%

補助費等
5 億 5,198 万円

14.6%

その他
1 億 1,519 万円

3.0%

目的別

衛生費
7 億 3,774 万円

19.5%

民生費
9 億 4,848 万円

25.0%

総務費
4 億 6,114 万円

12.2%

農林水産業費
2 億 8,176 万円

7.4%

公債費
3 億 7,007 万円

9.7%

教育費
2 億 7,568 万円

7.3%

土木費
4 億 1,605 万円

11.0%

消防費
1 億 5,162 万円

4.0%

議会費
7,777 万円

2.0%

商工費
4,856 万円

1.3%

災害復旧費ほか
2,113 万円

0.6%
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平成２７年度当初予算等を可決！平成２７年第１回定例会

平成 27 年第１回定例会が、３月 10 日（火）から 19 日（木）までの 10 日間の会期で行われました。
この議会では、一般会計補正予算など 29 議案などが慎重な審議の結果、可決されました。（平

成 27 年度当初予算の詳細については２～３ページに掲載しています。

　条例改正・廃止
※由良町課設置条例等の一部を改正する条例
※由良町行政手続条例の一部を改正する条例
※由良町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例
※由良町立コミュニティセンター設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例
※由良町学童保育に関する条例の一部を改正す

る条例
※由良町立認定こども園条例の一部を改正する

条例
※白崎海洋公園設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例
※由良町介護保険条例の一部を改正する条例
※由良町特定環境保全公共下水道条例等の一部

を改正する条例
※由良町教育委員会教育長の給与等に関する条

例を廃止する条例

　条例の制定
※由良町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の利用者負担に関する条例
※由良町地域包括支援センターの職員等に関す

る基準を定める条例
※由良町指定介護予防支援等の事業の人員及び

運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準
等を定める条例

※由良町教育長の勤務時間その他の勤務条件等
に関する条例

　補正予算
※平成 26 年度由良町一般会計補正予算（第５

号）
※平成 26 年度由良町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第２号）
※平成 26 年度由良町介護保険特別会計補正予

算（第２号）

※平成 26 年度由良町公共下水道事業特別会計
補正予算（第３号）

※平成 26 年度由良町漁業集落環境整備事業特
別会計補正予算（第３号）

　当初予算
※平成 27 年度由良町一般会計予算
※平成 27 年度由良町国民健康保険特別会計予

算
※平成 27 度由良町後期高齢者医療特別会計予

算
※平成 27 年度由良町介護保険特別会計予算
※平成 27 年度由良町公共下水道事業特別会計

予算
※平成 27 年度由良町漁業集落環境整備事業特

別会計予算
※平成 27 年度由良町水道事業会計予算

　その他
※御坊広域行政事務組合規約の変更について
※由良町監査委員の選任について
※由良町固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて
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任
期
満
了
に
伴
う
由
良
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
２
月
17
日
に
告
示
さ
れ
、
定
数
10
に

対
し
て
、
現
職
７
人
、
新
人
３
人
の
10
人
の
ほ
か
に
立
候
補
の
届
け
出
は
な
く
、
全
員
の

無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
12
年
ぶ
り
の
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

由
良
町
議
会
議
員
一
般
選
挙吉田ひとみ（67） 無・現 商業 里

中村　真一（53） 無・新 無職 神　谷
藤田　富三（71） 無・現 建設業 中
中谷　茂生（58） 無・新 自営業 大　引
山名　　実（58） 無・現 会社役員 吹　井
川出　　純（57） 共・現 無職 里
森　三枝子（58） 無・新 主婦 里
玉置　一郎（50） 無・現 自営業 門　前
馬場　博文（51） 無・現 会社役員 衣　奈
由良　守生（56） 無・現 農業 門　前

馬場氏 森氏 山名氏 藤田氏 吉田氏

由良氏 玉置氏 川出氏 中谷氏 中村氏

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険

料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専

修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、本人の前年所得が次の
計算式で計算した金額以下であることが条件です。

学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予
定である場合、４月初めに再申請の用紙が年金機構から送られてきますので、引き続き学生納付特
例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

≪所得のめやす≫　１１８万円 ＋ 〔 扶養親族等の数 × ３８万円 〕

　詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

当選者一覧（届出順）

新
議
員
10
名
決
定
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≪がん検診も忘れずに≫
現在、日本人は、生涯のうちに２人に１人ががんにかかり、３人に１人ががんで亡くなっています。

しかし治療技術が発達し、早期発見・早期治療ができれば生存率を高めることができるようになり
ました。この機会にぜひ受診してください。

対象者は、40 歳～ 74 歳までの由良町国民健康保険の被保険者の方で、国保税の滞納がない世帯
の方です。なお、申込み後、由良町国民健康保険を離脱された方は受診できません。

※　平成 27 年４月１日以降に、国民健康保険に加入された方は、特定健診を
受けることができますので、住民福祉課までご連絡ください。

詳しいことについては、住民福祉課（ＴＥＬ６５－０２０１）までお問い合わせください。

総合健診のシーズンがやってきました。年に１度の健診は、自分のからだ
と向き合う絶好の機会です。

総合健診は、特定健診・がん検診を受けることができます。

総合健診が始まります
～年に 1度、 自分のからだと向き合いませんか～

由良町国民健康保険被保険者の皆さまへ

人間ドックが受診できます

【平成 27 年度　総合健診日程】
日　　程 場　　　所

５月２４日（日） 由 良 体 育 セ ン タ ー

５月３１日（日） 由 良 町 立 武 道 館

６月２１日（日） 衣 奈 会 館

７月　４日（土） 白 崎 小 学 校

８月３０日（日） 衣 奈 会 館

９月　６日（日） 由 良 体 育 セ ン タ ー

≪特定健診・特定保健指導とは≫
特定健診とは、メタボリックシンドロームをはじ

めとする生活習慣病を早期に発見し、予防・改善に
つなげるための健診です。
特定保健指導とは、特定健診を受けた結果、メタ

ボリックシンドロームとそのリスクがある方が受け
ることができます。

特定保健指導は、自分の生活習慣を改善する絶好
のチャンスです。対象となった場合には、ぜひ受診
してください。

受 付 期 間 平成 27 年４月 20 日（月）から平成 27 年５月 29 日（金）まで
実 施 期 間 受診券の発行日から平成 28 年２月 29 日（月）まで

健診機関・自己負担額
健診センター・キタデ　　8,600 円
国保日高病院　　　　　　8,400 円
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詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

65
・
１
８
０
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳しいことについては、上下水道課（ＴＥＬ６５－１８０４）、又は和歌山県水質保全セン
ター（和歌山市南大工町 26 番地　ＴＥＬ０７３－４３２－６４３３　ＦＡＸ０７３－４３２
－６５３４）までお問い合わせください。

法第 11 条に規定する定期水質検査の手数料を口座振替により、検査実施前の公益社団法人和歌山
県水質保全センターが指定する日に納付する場合は、上記の額から 500 円を差し引いた額となります。

種 類 規     模 法 第 11 条 に 規 定
する定期水質検査

法 第 11 条 に 規 定
する定期水質検査

単
独
処
理
浄
化
槽

5 人以上 10 人以下 ５，８００円 ５，３００円

11 人以上 50 人以下 ６，０００円 ６，０００円

51 人以上 500 人以下 ８，０００円 ８，０００円

501 人以上 １０，０００円 １０，０００円

合
併
処
理
浄
化
槽

5 人以上 10 人以下 ５，８００円 ５，３００円

11 人以上 50 人以下 ８，０００円 ８，０００円

51 人以上 500 人以下 １０，０００円 １０，０００円

501 人以上 １２，０００円 １２，０００円

平成 27 年 3 月 31 日までの 11 条検査手数料
平成 27 年 4 月 1 日からの

11 条検査手数料

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
に
よ
る

縦
覧
に
つ
い
て

次
の
期
間
内
に
お
い
て
平
成
27
年
度
固
定
資

産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
（
土
日
祝
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所　

税
務
課

こ
の
制
度
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
基
に
作
成
さ
れ
る
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
又
は
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
同
一
町
内
に

あ
る
ほ
か
の
資
産
の
価
格
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

自
己
の
資
産
の
価
格
の
適
正
さ
を
判
断
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

※　

な
お
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
の
縦
覧
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

浄化槽法定検査手数料が改定されます浄化槽法定検査手数料が改定されます

・合併１０人槽以下　　５，８００円　→　　５，３００円

・単独１０人槽以下　　５，８００円　→　　５，３００円
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公
民
館
最
新
購
入
図
書
案
内

中
央
公
民
館

●
一
般
図
書

・「
波
止
場
浪
漫　
（
上
・
下
）」　　

諸
田
玲
子　

日
本
経
済
新
聞
社

・「
ハ
ケ
ン
ア
ニ
メ
！
」　　
　
　
　

辻
村
深
月　

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス　

・「
奇
跡
の
人
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
マ
ハ　

双
葉
社

・「
み
ん
な
の
少
年
探
偵
団
」　　
　
　
　
　

万
城
目
学　

ポ
プ
ラ
社

・「
九
年
前
の
祈
り
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
正
嗣　

講
談
社

●
児
童
図
書

・「
ウ
サ
ギ
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス　
（
１
～
４
）」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

山
本
和
子　

リ
ス
・
ノ
ー
ト
ン　

学
研

・「
お
か
し
の
く
に　

さ
が
そ
！
」　   efuca.

イ
ト
ウ
ユ
カ    

学
研

・「
さ
が
そ
！　

お
と
ぎ
の
く
に
」　　
　

か
ろ
く
こ
う
ぼ
う　

学
研

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

仕
事
は
じ
め
の
正
月
六
日
雨
模
様
わ
が
幸
せ
は
夜
の
熱
燗

フ
ラ
ワ
ー
号
山
を
バ
ッ
ク
に
入
り
来
た
る
由
良
の
港
は
今
映
え
映
え
し

朝
よ
り
時
雨
降
る
ら
し
外
暗
く
素
足
に
今
日
の
畳
冷
た
し

友
達
と
旅
行
に
行
き
し
男
孫
ら
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
と
土
産
持
ち
呉
る

息
子
ら
の
住
む
向
ひ
家
の
灯
り
洩
れ
孫
は
試
練
の
春
を
目
指
す
か

せ
が
ま
れ
て
坊
主
め
く
り
の
仲
間
入
り
幼
な
の
笑
ふ
声
部
屋
に
満
つ

久
び
さ
に
家
族
揃
ひ
て
勝
浦
に
孫
と
湯
に
入
り
孫
と
眠
り
ぬ

レ
ト
ル
ト
の
辛
き
カ
レ
ー
を
残
さ
ず
に
旨
し
と
母
は
我
を
褒
め
呉
る

玄
関
に
置
き
し
鉢
植
ゑ
の
シ
ン
ピ
ジ
ュ
ー
ム
う
す
緑
な
る
花
の
あ
ふ
る
る

カ
メ
ラ
持
ち
友
は
キ
ュ
ー
バ
に
着
く
頃
か
わ
が
窓
遠
く
星
が
ま
た
た
く

二
人
居
の
時
流
れ
ゆ
き
齢
重
ね
無
理
せ
ず
急
が
ず
畑
に
馴
染
み
ぬ

北
空
よ
り
し
ぐ
れ
来
る
ら
し
向
ふ
山
の
風
車
の
廻
る
冬
晴
れ
の
朝

晩
柑
を
採
り
個
装
す
る
睦
月
末
母
の
命
日
と
常
思
ひ
入
る

も
う
少
し
辛
抱
す
れ
ば
春
来
る
と
物
干
し
な
が
ら
手
に
息
を
吐
く

「
御
一
同
様
」
か
「
御
家
族
の
皆
様
」
か
た
だ
そ
れ
だ
け
の
親
子
の
ケ
ン
カ

鵯
も
時
に
可
愛
ゆ
し
窓
近
き
つ
く
ば
ひ
の
水
に
觜は

し

浸
け
に
く
る

黄
落
を
果
せ
し
公
孫
樹
た
く
ま
し
く
裸
と
な
り
て
た
だ
一
樹
立
つ

沈
丁
花
の
根
方
に
群
る
る
水
仙
の
黄
の
色
明
か
る
く
笑
ま
ふ
が
如
し

小

川

寺

井

竹

中

中

家

浜

田

細

川

大

西

山

下

小

川

二
本
松

浜

田

竹

中

中

家

大

西

山

下

二
本
松

細

川

寺

井

 

由
良
短
歌
会　
二
月
詠
草　
　

玲

子

冴

子

貞

子

か
よ
子

順

子

ミ
チ
ヨ

克

恵

清

美

玲

子

せ
つ
子

順

子

貞

子

か
よ
子

克

恵

清

美

せ
つ
子

ミ
チ
ヨ

冴

子

衣
奈
会
館

白
崎
会
館

・「
悲
嘆
の
門　
（
上
・
下
）」　　
　
　

宮
部
み
ゆ
き　

毎
日
新
聞
社

・「
透
明
カ
メ
レ
オ
ン
」　　
　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介　

角
川
書
店

・「
冷
蔵
庫
を
抱
き
し
め
て
」　　
　
　
　
　
　
　

荻
原
浩　

新
潮
社

・「
七
つ
の
大
罪　
（
１
～
13
）」　　
　
　
　
　

    

鈴
木
央　

講
談
社

・「
絶
唱
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え　

新
潮
社

・「
九
州
新
幹
線
マ
イ
ナ
ス
１
」　　
　

西
村
京
太
郎　

祥
伝
社
文
庫

・「
お
ば
け
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ　

え
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

新
井
洋
行　

く
も
ん
出
版
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「

節

分

」

節
分
を
祝
っ
て
食
べ
る
こ
の
食
事

ま
め
ま
き
も
じ
だ
い
と
共
に
変
わ
り
ま
す

節
分
を
迎
え
て
一
つ
歳
を
と
り

節
分
に
巻
ず
し
ほ
う
ば
り
満
腹
よ

豆
を
ま
く
節
分
用
の
色
ど
り
を

節
分
に
又
一
つ
年
取
り
に
け
り

豆
ま
き
や
明
日
は
春
来
る
た
の
し
さ
や

福
は
内
か
く
れ
て
い
ま
す
四
畳
半

節
分
で
冬
も
追
い
出
せ
春
よ
来
い

福
は
内
暖
房
止
め
て
鬼
祓
う

節
分
の
鬼
も
び
っ
く
り
ピ
ス
タ
チ
オ

節
分
豆
十
粒
噛
ん
で
福
を
呼
ぶ

節
分
で
福
を
と
り
込
み
春
を
呼
ぶ

丸
か
ぶ
り
願
い
は
一
つ
鬼
は
外

豆
を
蒔
く
お
ま
え
が
鬼
に
見
え
て
く
る

年
重
ね
豆
の
多
さ
に
老
を
知
る

豆
ま
き
の
園
児
泣
か
せ
た
赤
い
鬼

恵
方
巻
き
祈
り
の
向
こ
う
に
春
が
来
る

福
豆
で
鬼
を
追
い
出
し
春
を
待
つ

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

盆
梅
の
香
る
夫
婦
の
朝
餉
か
な

外
出
す
る
桃
色
マ
フ
ラ
ー
し
て
余
寒

名
刹
の
庭
守
る
媼
椿
落
つ

海
へ
続
く
群
生
椿
傾
れ
咲
く

余
寒
か
な
安
珍
塚
を
覗
き
こ
む

淵
深
し
早
春
の
水
ほ
と
ば
し
り

推
敲
す
春
の
光
に
誘
は
れ
て

山
笑
ふ
仁
王
の
破
顔
永
遠
に
無
し

ぽ
ん
ぽ
ん
船
か
も
め
と
連
れ
て
沖
へ
行
く

寒
卵
持
つ
手
に
添
へ
る
も
う
片
手

梅
林
を
統
べ
る
老
木
花
劇
し

む
ら
雀
数
へ
て
ゐ
た
り
冬
木
に
芽

年
々
の
剪
定
重
ね
梅
真
白

発
電
の
風
車
唸
り
て
寒
戻
る

竹
林
を
抜
け
て
王
子
の
梅
真
白

仁
王
像
余
寒
に
口
を
縛
り
た
る

続
け
来
て
続
く
楽
し
さ
梅
盛
る

伊

藤

上

出

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

登
喜
子

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

幸

代

義

巳

安

子

文

香

清

美

豊

子

美
千
代

恭

子

き
よ
み

進

美

正

子

英

子

恒

子

き
よ
み

充

明

枝
美
子

小
夜
美

治

郎

克

己

中

塚

高

橋

山

﨑

中

﨑

白

山

田

代

礒

嵜

五

嶋

山

下

坂

口

宮

井

稲

葉

岡

本

井

口

井

上

中

崎

中

口

貴

志

谷

中
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受
付
期
間
：
平
成
27
年
４
月
６
日(

月)

か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
４
月
15
日(

水)

ま
で

　
　
　
　
　
　

※　

郵
送
の
場
合
は
必
着

試

験

日
：
平
成
27
年
４
月 

17
日(

金)

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

試
験
場
所
：
由
良
町
役
場

○
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
内
容

　
○
受
験
資
格

①
60
歳
未
満
の
方
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

②
平
成
27
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
由
良

　

町
に
住
所
（
住
民
登
録
）
を
有
す
る
方

③
そ
の
他

○
任
用
期
間

平
成
27
年
５
月
１
日(

金)

か
ら
５
か
月
間

（
３
月
末
ま
で
更
新
可
能
）

由
良
町
臨
時
職
員
（
公
民
館
職
員
）

任
用
試
験
案
内

　詳しいことについては、和歌山南部共済組合御坊支所（ＴＥＬ２２ー０６２６）までお問
い合わせください。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

65
・
１
８
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
地
区
に
あ
る
古
民
家
の
名
前
が

「
ゆ
ら
っ
と
紀
州
」
に
決
定
！

先
月
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
中
地
区
に
あ

る
古
民
家
の
施
設
名
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
か

ら
の
応
募
の
結
果
、多
数
を
占
め
ま
し
た
「
ゆ

ら
っ
と
紀
州
」
に
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

粗
品
の
当
選
者
の

発
表
に
つ
き
ま
し
て

は
、
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

和歌山南部農業共済組合からのお知らせ

農業共済は、農業者が出し合った共済掛金を原資として、自然災害により被害に遭われた農業者
の損失を補填するため、国の政策保険として運営されています。風水害、冷害、干害等の自然災害
や病虫害、近年、増加傾向にある鳥獣害なども共済金の支払い対象となりますので、農家の方は、
是非加入の検討をお願いします。

加入申込期間　
・果 樹 共 済 … 平成 27 年６月 30 日（火）まで
　　　　　　　　　（対象樹種：みかん、うめ、すもも等）
・園 芸 施 設 共 済 … 随時受付
　　　　　　　　　（対象施設：特定園芸施設、附帯施設、撤去費用、復旧費用等）

また、果樹 ･ 園芸施設以外にも多数共済事業がありますので、詳しく
知りたい方は、下記ホームページにアクセスしてください。

http://www.aikis.or.jp/~nosai/index.html

就
学
援
助
費
に
つ
い
て

就
学
援
助
費
は
、
町
内
の
小
中
学
校
へ

在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で

経
済
的
に
お
困
り
の
方
に
学
用
品
費
・
学

校
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

 

た
だ
し
、
就
学
援
助
費
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
護
者
の
所
得
な
ど
に
一
定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
課（
☎
65・１
８
０
０
）

試
験
区
分

採
用
予
定
人
員

主
な
職
務
内
容

一
般
事
務

１
名

（
週
３
日
勤
務
）
公
民
館
の
事
務
等
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広報ゆら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年４月１日

由良町４月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
3 月 29 日 3 月 30 日 3 月 31 日 1 日 2 日 3 日 4 日

・介護保険料第 10
期、 後 期 高 齢 者
保険料第９期分
納期限

・国民健康保険税
第 10 期納入期限

・健康相談
　（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

５日 ６日 ７日 ８日 ９日 10 日 11 日

・健康相談
　（衣奈会館）

・小中学校入学式 ・無料弁護士相談
　（中央公民館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

12 日 13 日 14 日 15 日 16 日 17 日 18 日

・和歌山県議会議
員一般選挙投開
票日

・粗大ごみ（網代）・１歳６か月児健  
診（白崎会館）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

19 日 20 日 21 日 22 日 23 日 24 日 25 日

・粗大ごみ
　（黒田・柳原）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 5 月 1 日 5 月 2 日

・昭和の日 ・介護保険料、後
期高齢者保険料
随期分納期限

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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第
１
区　

小こ
ば
や
し林　

鳳お
お
が翔
（
由
良
中
２
年
）

第
２
区　

上う
え
で出　

真ま

こ子
（
日
高
附
属
中
１
年
）

第
３
区　

中な
か
せ世　

真ま

い唯
（
由
良
小
５
年
）

第
４
区　

松ま
つ
し
た下　

芽め

い衣
（
由
良
中
２
年
）

第
５
区　

中な
か
や
ま山　

真ま
ひ
ろ大
（
日
高
附
属
中
１
年
）

第
６
区　

伊い
と
う藤
さ
や
か
（
由
良
小
６
年
）

第
７
区　

大お
お
え江　

智と
も
や也
（
由
良
小
６
年
）

第
８
区　

倉く
ら
も
と本　

紗さ

や綾
（
由
良
中
２
年
）

第
９
区　

山や
ま
だ田　

知と
も
ひ
ろ弘
（
衣
奈
小
６
年
）

第
10
区　

濵は
ま
だ田　

幹か
ん
た太
（
由
良
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

平成２７年４月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

２
月
15
日
に
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
が
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
由
良
町
選

手
団
も
出
場
し
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
駅
伝
大
会
で
、
紀
三
井

寺
競
技
場
か
ら
県
庁
ま
で
の
10
区
間

（
21
・
１
㎞
）
の
コ
ー
ス
を
ゴ
ー
ル
め
ざ

し
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
完
走
し
ま
し
た

が
、
結
果
は
25
位
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
第
７
区
で
は
大
江
智
也

君
（
由
良
小
６
年
）
が
大
会
新
記
録
で

区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

選
手
団
の
ス
タ
ッ
フ
（
11
名
）、
選
手

（
29
名
）
の
皆
さ
ま
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

大
会
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

大会新記録で区間賞を受賞した大江君

「大
学
の
ふ
る
さ
と
」
事
業

由
良
町
と
摂
南
大
学
は
昨
年
10
月
に「
大
学
の
ふ
る
さ
と
」

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
３
月
５
日（
木
）

に
白
崎
小
学
校
に
お
い
て
摂
南
大
学
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

会
、
３
月
12
日
（
木
）
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
摂
南
大

学
薬
学
部
長
荻
田
喜
代
一
教
授
、
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
と
摂

南
大
学
薬
学
部
生
・
看
護
学
部
生
に
よ
る
「
健
康
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

摂
南
大
学
吹
奏
楽
部
演
奏
会

白
崎
小
学
校

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
央
公
民
館

第 14回


